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必ず一度は、必ず一度は、肝炎ウイルス検査肝炎ウイルス検査必ず一度は、肝炎ウイルス検査
高知県で肝炎ウイルスに感染している人は、Ｂ型・Ｃ型合わせて、推定約２万人。過去の同一注射針に
よる集団予防接種や輸血など、誰もが感染の可能性がありました。感染をそのままにしていると、
肝がんを発症することもあります。

　　必ず一度、「肝炎ウイルス検査」で自分の体を確認しておきましょう。
沈黙の臓器とも呼ばれる、肝臓。感染しても自覚症状がほとんどありません。検査で早期に発見し、
適切な治療によって、肝がんへの進行を防ぐことが大切です。これからの人生を自分らしく生き
るために、肝炎ウイルス検査を受けましょう。

　

　簡単な採血検査で、わずかな時間で済みます。結果
は、実施後数週間で分かります。
　無料検査は県内委託医療機関（約350カ所）やお近
くの高知県福祉保健所、高知市保健所で受けられま
す。医療機関名は県のホームページでご覧ください。
http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/130401/

　感染が発見された場合は、専門医で適切な治療を
受けることが大切です。治療に対する医療費の助成
制度があります。

肝炎の早期発見・早期治療で、肝がん予防が可能。
必ず一度、「Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査」を !!

ウイルス性肝炎は、どんな病気？
　国内最大級の感染症です。肝炎は肝臓に炎症が起
きている状態で、肝炎ウイルスに感染して、肝臓の細
胞が壊れていく病気です。肝炎ウイルスには複数の
型がありますが、国内の肝炎ウイルスはほとんどが
Ｂ型とＣ型です。40歳以上に肝炎ウイルスの感染者
が多く見られます。

肝炎ウイルスの感染と症状
　肝炎ウイルスは血液や体液を介して感染するた
め、過去の同一注射針による集団予防接種や輸血な
どにより、誰もが感染の可能性がありました。感染し
ても自覚症状がほとんどなく、「体がだるい」と気付
くころには、かなり重症になっています。

感染を予防するには
　他人の血液に安易に触れないようにすることが重
要です。ただし、日常生活で感染することはまずあり
ません。（くしゃみ、せき、抱擁、食べ物、飲み物、食器
やコップの共用などでは感染しません。）

もしも検査で陽性の結果が出たら、専門医で治療を !!

ウイルス性肝炎の治療
　専門医のもと、定期検査や適切な治療を受け、肝硬
変や肝がんへの進行を抑制することが大事です。イ
ンターフェロン治療及び核酸アナログ製剤治療に
よって、その後の肝硬変、肝がん等の重篤な状態を防
ぐことが可能です。治療が必要なときには、医療費の
助成制度があります。

問い合わせ　中央西福祉保健所     ０８８９－２２－１２４０　　高知県健康政策部健康対策課     ８２３－９６７７

自己負担額（月額）
・世帯の市町村民税（所得割）課税年額が
　23万５千円未満の場合→自己負担上限額１万円
・世帯の市町村民税（所得割）課税年額が
　23万５千円以上の場合→自己負担上限額２万円

もしも検査で陽性の結果が出たら、 
                                  専門医で治療を !!

肝炎の早期発見・早期治療で、肝がん予防が可能。
必ず一度、「Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査」を !!

〈感染予防の主な注意事項〉
○歯ブラシやひげそり、ピアスなど血液の付着す
る可能性のある物は共有しない。
○血液や分泌物の付着した物はむき出しにならな
いようにしっかり包んで捨てる。

〈医療費の助成制度〉
医療費助成の対象となる治療
○Ｂ型又はＣ型ウイルス性肝炎のインターフェロン治療
○Ｂ型ウイルス性肝炎の核酸アナログ製剤治療

無料検査を実施中！
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